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６月１７日の読売新聞の朝刊で、ノートルダム大学教授のパトリック・Ｊ・デニーン氏来日講演の記事を読み
ました。「自由を絶対視 秩序失った米国」という見出しでしたが、自由の絶対視が、格差の拡大や秩序の破壊
をもたらしたという内容でした。デニーン氏は、著書『リベラリズムはなぜ失敗したのか』で、近代リベラリズ
ムが追求した「自由」の理念が、個人を伝統的な社会や組織から解放する一方で、現代の危機（格差拡大、秩序
の破壊）をもたらしたとして、大きな反響を呼んだ米国保守界の重要論客です。デニーン氏は講演の中で日本の
小学校で給食の配膳を見たエピソードを語りました。「米国にはかつて住民が協力して地域の問題に取り組みな
がら、他者への配慮や自律を習得するコミュニティーがあった。フランスの政治思想家のアレクシ・ド・トク
ヴィル（1805 - 1859）は、このコミュニティーを『民主主義の小学校』と評した。日本の小学校の給食の配膳も、
義務や奉仕などを自然に学ぶ場である」と説明しています。
この記事を読んで、山崎エマさんの『それでも息子を日本の小学校に通わせたい』という本を思い出しました。
山崎さんは「小学校～それは小さな社会～」という長編ドキュメンタリー映画の監督を務めた方です。この映画
のキャッチコピーは「６歳児は世界のどこでも同じようだけど、１２歳になる頃には、日本の子供は日本人に
なっている」というものです。日本の小学校では学習活動だけでなく、思いやりや協力、責任感など人として大
切なものが日々の生活を通して育まれています。山崎さんは、それが日本の小学校の良さであり強みであるとし
ています。

先日、登校指導でつきのわ駅の南側まで歩いていたときのことです。泣いている一年生児童に寄り添いやさし
く励ましている六年生児童の姿を見ることができました。しばらくすると一年生児童は、機嫌を直し元気に歩き
出しました。通学ボランティアの方と「日本もまだまだ捨てたものではないですね」と言葉を交わし、心が温か
くなりました。誰かに教えられたからではなく、ごく自然に下級生を気遣う姿に人としての豊かさを見る思いが
しました。この時、二人の小学生にどのような心の働きがあったのでしょうか。

発達心理学に「心の理論」と呼ばれるものがあります。発達心理学では「心を読む」と表現しますが、「相手
の立場で考える」ということです。もっと簡単にいえば心を「交換する」能力のことです。他人の立場に立てて
いるかを確かめる「サリーとアン課題」というものがあります。
①サリーとアンが部屋にいます。
②サリーはボールをかごに隠します。
③サリーが部屋を出ていき、アンはボールを箱に戻します。
④サリーが部屋に戻ってきたとき、サリーはどこを探しますか？という課題です。

必ずしも心を読む必要はなく、「サリーの立場だったら」と心を交換することができれば、この課題はクリア
です。

六年生児童は、一年生児童と心を交換することができたのでしょう。また、一年生児童も六年生児童の立場に
立つことができたので機嫌を直したのだと思います。

このような視点で考えてみると、日本の学校では子供たちは、全ての教育活動を通して
などの経験をしていることがわかります。そのこと

が、山崎エマさんが指摘する日本の小学校の良さ、強みにつながっているのだと思います。

私たちは、どうしても自分を中心に物事を考えがちです。しかしその一方で、困っている人を見れば助けたい
と思い、悲しむ人を見れば心を痛めます。相手の立場に身を置き、その気持ちに寄り添う力、すなわち「共感す
る力」が、人間には備わっているのだと思います。
哲学者イマヌエル・カント（1724-1804)は、「幸福を追求することは自己の権利であり、他者の幸福を追求す

ることは自己の義務である」と述べています。また、東洋のある高名な宗教指導者は「倫理とは何か」と問われ、
「Warm Heartedness（温かな心）」と答えました。温かな心こそが、人間の美しさであり、社会を支える基盤な
のでしょう。

解剖学者の養老孟司さんの恩師、中井準之介（1918-2004）さんは、「教養とは人の心がわかる心だ」という言
葉を遺しています。「もし自分が相手の立場だったら」と想像し、他者の喜びや悲しみに共感できること。その
ような心の働きこそが、人間を人間たらしめるものなのだと思います。

と、子どもたちの姿から教えられる毎日です。

教養とは人の心がわかる心である




